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１．はじめに

１００ドル紙幣の肖像に使われているベン

ジャミン・フランクリンは，昨年成功裡に閉

幕した愛・地球博の米国パビリオンにおいて

主要な役割を演じました。「自然の叡智」を

語る上で彼ほど相応しい人はいないと考えら

れたからです。米国パビリオンは，自然の叡

智が米国史の中心的要素であることを強調

し，その中心人物がベンジャミン・フランク

リンであるとしています。米国の偉大な政治

家であり，建国の父でもあるベンジャミン・

フランクリン以上に自然の叡智を理解し，充

分に捉え，共鳴したアメリカ人は殆どいない

と考えられていて，彼の自然に対する飽くこ

となき観察力は，人々の生活を一変させるよ

うな数多くの革新につながりました。米国パ

ビリオンは，希望，前向きな考え方，冒険心，

自由といった，アメリカの中核的価値観を強

調していますが，これらの礎を築いたのがベ

ンジャミン・フランクリンでした。そういう

意味では，フランスの文豪バルザックが言っ

たように，フランクリンはまたアメリカ合衆

国も発明した，ということになります。

植民地時代のアメリカの二大文化センター

は，人文科学のボストン，自然科学のフィラ

デルフィアでした。そのフィラデルフィアに

おいてベンジャミン・フランクリンは，ル

ネッサンスマンと呼んでいいほど，政治，外

交，科学，発明，著述等，多岐にわたって活

躍し，最初の政治漫画も書いています。また，

社会のために貢献し，アメリカン・ヒューマ

ニズムの父とも呼ばれています。そして，古

い曖昧な考え方を打破し，人々に理性による

真を与えるべきとする思想（啓蒙思想）の実

践のあらわれとしてのアメリカ革命を成し遂

げる原動力となりました。これはフランス革

命に受け継がれていきます。

アメリカの命名法にはいろいろあります

が，愛国者の名字を実名としてつける傾向も

その一つです。例えばジョージ・ワシントン

のワシントンを実名にした有名人としてはワ

シントン・アーヴィングという作家がいま

す。ベンジャミン・フランクリンのフランク

リンを実名にした有名人としては，第１４代ア

メリカ大統領フランクリン・ピアスがいます
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し，第３２代アメリカ大統領フランクリン・

ルーズベルトもそうです。アメリカ人に多い

フランクという名はこのフランクリンの変形

です。

アメリカを知る上でベンジャミン・フラン

クリンのことを学ぶことは必須であり，彼が

書いた『フランクリン自伝』は，独立独行の

精神と必要は発明の母ということを教えてく

れる点で，世界中の青少年の生き方の参考に

もなっています。私も今までに何度も英語の

授業でベンジャミン・フランクリンを取り上

げ，学生達と一緒に彼の精神を学んできまし

たが，今年は彼の生誕３００年なので，これを

機に，彼のことをまとめておこうと思います。

２．ベンジャミン・フランクリンの人生の概

観

ベンジャミン・フランクリンは１７０６年１月

１７日マサチューセッツ州のボストンで生まれ

ました。父親のジョサイア・フランクリンは

イギリス人で，１６８２年にマサチューセッツ州

に移住してきました。ジョサイアは妻と３人

の子供とともに来て，アメリカに来てから４

人の子供が生まれました。彼の妻は１６８９年に

死に，ジョサイアは再婚して２度目の妻との

間に１０人の子供を作りました。兄弟姉妹合わ

せて１７人でベンジャミンは１５番目でしたが，

男の子は１０人いて，彼は末っ子だったので父

は彼にベンジャミンという名をつけました。

というのは，聖書にでてくるベンジャミンと

いう名がヤコブの１２人の息子の末っ子だった

ので，ベンジャミンという名が末っ子の名と

して定着していたからです。ベンジャミンの

愛称はベンとかベニーで，現代で有名なベン

といえば，俳優にベン・アフレックという人

がいます。ちなみにヤコブの愛称はジャック

です。

ジョサイアは石鹸と蝋燭作りで成功してい

ましたが，子沢山だったので，子供達全員に

教育を受けさせることはできませんでした。

教育費がとても高かったからです。しかし，

彼はベンに牧師になってほしく，学校に通わ

せましたが，お金が続かず，また学校は鞭打

ち等があって厳しいだけで勉強も面白くな

かったので，彼は１０才の時に学校をやめ，家

の手伝いをしました。しかし，蝋燭作りは彼

の性に合わず，家を出て船乗りになることを

夢見ますが，父は彼が出ていくのを好まず，

彼ができる何か他の仕事を捜し回り，ベンが

読書好きだったので，読書ができる仕事に就

けようと考え，ベンの異母兄のジェイムズが

経営する印刷会社に世話をしました。ベン１２

才の時でした。兄の印刷会社にいた間，彼は

貪るように本を読み，自分でいろいろなこと

を考え，それを短い論文等にまとめたりして

います。ベンは兄といえども人から指図され

るのが嫌いで，よく兄と喧嘩しました。それ

でベンは兄のもとを出ていく決心をします

が，兄は怒って，ボストンの印刷屋がベンを

雇わないようにしてしまったので，ベンはボ

ストンを出ていくしかありませんでした。

１７２３年１０月，１７才のベンはフィラデルフィ

アへ来ます。ここがその後の彼の長い生涯の

故郷となります。そこで印刷工の仕事を得て，

自分が能力があって働き者であることを示し

ていきます。当時のフィラデルフィア知事

ウィリアム・キースはベンが気に入り，ロン

ドンへ行って印刷業をもっと勉強するよう奨

めてくれたのでロンドンで２年間勉強し，

ヨーロッパ世界を学んで帰国します。帰国後

印刷の仕事でお金を貯め，１年後には自分で

印刷所を始めます。彼は有能で働き者だった

ので仕事はどんどんきました。１７２９年には経

営不振だった“ペンシルヴァニア・ガゼット”

という新聞を買収し，面白くて活気のある記

事で埋めたのですぐに利益が上がりました。
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彼は無限のエネルギーであらゆることに挑戦

しました。本の売買，出版，印刷所の支店作

り。若い知識人が集まって時事問題を討論で

きるクラブの創設。アメリカ最初の貸し出し

図書館の開設。フィラデルフィアでの最初の

消防隊の組織化，等です。

こうした，社会のために役立つ仕事をする

一方で，彼は自分を道徳的に完成させる手段

として，１３の徳を考え，実践していきました。

その徳の名称と戒律は次の通りです。

１．節制：飽くほど食うなかれ。酔うまで飲

むなかれ。

２．沈黙：自他に益なきことを語るなかれ。

駄弁を弄するなかれ。

３．規律：物は全て所を定めて置くべし。仕

事は全て時を定めてなすべし。

４．決断：なすべきことをなさんと決心すべ

し。決心したることは必ず実行す

べし。

５．節約：自他に益なきことに金銭を費やす

なかれ。すなわち，浪費するなか

れ。

６．勤勉：時間を空費するなかれ。常に何か

益あることに従うべし。

７．誠実：偽りを用いて人を害するなかれ。

８．正義：他人の利益を傷つけ，あるいは与

うべきを与えずして人に損害を及

ぼすな。

９．中庸：極端を避くべし。たとえ不法を受

け，憤りに値しても激怒を慎むべ

し。

１０．清潔：身体，衣服，住居に不潔を黙認す

べからず。

１１．平静：小事，日常茶飯事，また避け難き

出来事に平静を失うなかれ。

１２．純潔：性交はもっぱら健康ないし子孫の

ためにのみ行ない，これに耽りて

頭脳を鈍らせ，身体を弱め，また

は自他の平安ないし信用を傷つけ

るべからず。

１３．謙譲：イエスおよびソクラテスに見習う

べし。

フランクリンは，これらの徳が習慣になる

ようにするにはどうしたらよいかを考え，１３

徳全てを同時に実践すると長続きしないの

で，一定の期間どれかひとつに集中させ，そ

の徳がある程度修得できたら次へ進む手法を

とりました。また，１．～１３．の徳の順番も

よく考えた上でのことです。最初に節制の徳

をもってきたのは，古くからの習慣の絶え間

ない誘惑に対して警戒を怠らず用心し続ける

には，頭脳の冷静と明晰が必要ですが，それ

を得るにはこの徳が役立つからです。この節

制の徳を身につければ，沈黙の徳はもっと身

につけやすくなります。フランクリンは，知

識を得るには舌の力より耳の力によることが

大と考え，沈黙の徳を第二に置きました。こ

れと次の規律の徳を守ることができれば，計

画や勉強にあてる時間がもっとできると彼は

考えました。そして決断の徳が習慣になると，

これ以下の諸徳を得るための努力が容易にな

ります。その次に節約と勤勉の徳が身につく

と，誠実や正義といった諸徳の実行が容易に

なります。１２番目の徳，純潔の戒律は，フラ

ンクリンが自分自身への戒めとして書いてあ

る面があります。フランクリンを形容する言

葉に VORACIOUS（貪欲な）という言葉が

あります。彼はあらゆる面にエネルギッシュ

に取り組みました。そのあらゆる面の一つに

性欲がありました。英雄色を好むといった感

じで，妻以外の女性に子供を産ませ，妻デボ

ラに育てさせたりしていますし，イギリスに

滞在中は，奇行で知られ，性的乱痴気騒ぎが

好きだったサー・フランシス・ダッシウッド

と親密になり，彼の主催する乱飲乱舞の酒宴

に参加しています。



岐阜女子大学紀要 第３５号 （２００６．３．）

― ―１４

彼の最も成功した事業に，１７３２年から出版

し始めた暦があります。毎年新しい版を出

し，２５年間も続きました。彼の暦は普通の暦

と違っていました。普通の暦に載っているこ

とは全て載っていましたが，プラスアルファ

が載っていました。それは気のきいた面白い

記事と殆ど彼が自分で作った金言が載ってい

ました。その金言の大部分は倹約と勤勉を説

いたものでした。フランクリンはその暦をリ

チャード・ソーンダーズという筆名で出版

し，それに『貧しいリチャードの暦』と名付

けました。この暦はベストセラーとなり，人々

はそれを貪り読みました。その金言の幾つか

をあげると次の通りです。

天は自ら助くる者を助く

眠る狐に鶏はつかまらぬ

雨だれ石をうがつ

失った時は二度と見つからぬ

塵も積もれば山となる

借金は苦労のもとなり

勤勉は幸運の母である

空の袋は真直ぐには立たぬ

早寝早起きは人を健康，裕福，賢明にする

時は金なり

力は勇気あるものに授かる

明日なすべき事あらば今日のうちにせよ

『貧しいリチャードの暦』の売り上げで裕

福になったフランクリンは事業から身を引

き，フィラデルフィアの郊外に引き籠もり，

科学の研究に打ち込みました。これは，事業

でお金を貯めて，それでトロイの発掘をした

シュリーマンを思い出させます。何かをする

ために，まず一生懸命お金を貯めて，それか

ら自分の夢の実現に向かうこの二人の生き方

はとても参考になります。こうしてフランク

リンは多くの人々の役に立つ発明をしていく

ことになります。その一つに「フランクリン

・ストーブ」というのがあります。当時の家

庭用暖房は壁炉の火で，熱い空気が煙突を真

直ぐ上ってしまい，室内を暖めることができ

ないばかりか，冷たいすきま風も入ってきま

した。そこでフランクリンは鉄製のストーブ

を室内に備え付けることを考案しました。

１７４０年のことで，これは瞬く間に広がり，フ

ランクリンはこれを「ペンシルヴェニア式暖

炉」と呼びましたが，人々は愛着を込めて「フ

ランクリンストーブ」と呼びました。人々は

彼にこのストーブの特許を取るように勧めま

したが，自分も他人の発明の恩恵を受けてい

るのだから，自分の発明も喜んで人の自由に

すべきだと言って特許を取りませんでした。

また，彼のアイデアに「音楽コップ」という

のがあります。１７５７年彼が所用でロンドンに

滞在していたとき，ガラスのコップのへりを

濡れた指で擦ると音が出ることに気づき，

コップの大きさや厚さによって違った音が出

る装置を考案しました。この「音楽コップ」

はしばらくの間非常に流行し，ベートーヴェ

ンやモーツァルトもこれで演奏する小品を書

いています。

晩年になっても彼の発明の才は衰えず，彼

のような老人にとって生活が楽になる方法を

考え出しました。年をとると近くのものが見

えにくくなります。これは年とともに目の水

晶体が変化するからで，このため老人は老眼

鏡をかけなければなりません。また老人が近

眼の場合は遠くのものを見る眼鏡もかけなけ

ればなりません。そういう老人は近眼用と老

眼用の二つの眼鏡を持ち歩き，頻繁に取り換

えなければなりません。フランクリンが２種

の眼鏡が必要な年齢に達したとき，いつも読

書をしていたので，そのたびに眼鏡を換えな

ければならず，彼はいらいらしました。そこ

で一つの眼鏡に２重のレンズをつけることを

思い付きます。上半分を近眼用に下半分を老

眼用にした眼鏡を考案したのです。それ以来，
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多くの人々がそれをかけ，眼鏡をかけかえる

厄介さから解放されました。また，フランク

リンが８０才近くになったとき，高い棚から本

を取ろうと思いましたが，年寄には梯子は足

元がおぼつかなく危険を感じたので，可動式

の Y字型の短い棒を先端に付けた長い棒を

考案しました。Y字型棒にひもをつけひもを

引くと Y字型の部分が閉じるようにしたも

のです。

大西洋に暖流が流れているのに最初に気づ

いたのはフランクリンでした。それから１世

紀もたって，人々はようやく「メキシコ湾流」

の重要性を認識し始めました。荒天の動きに

注意して天気予報したり，燃料を節約する方

法として日光節約時間を奨励しました。どち

らの考えも重要性を持つようになります

が，１５０年間もそれは受け入れられませんで

した。フランクリンは同時代の人々よりはる

かに先に進んでいました。しかし，彼を世界

的に有名にしたのは電気についての研究でし

た。

３．避雷針の発明

人類は稲妻を恐れてきました。稲妻は突然

落ちてきて，木々をなぎ倒し，森に火をつけ

家を壊し，人を殺すこともあります。殆ど全

ての神話において，強い神が稲妻を支配して

います。ギリシャ神話の中でも，稲妻は刀と

同じように火で鍛えて作られた巨大な光り輝

く恐ろしい刀であると想像されました。また

火山が稲妻のような大きな刀を鍛えることの

できる巨大な炉であると考えました。そして

シシリー島東岸にあるエトナ火山の奥深くに

稲妻作りがいると想像しました。それは３人

のキュクロプスで，額の真ん中に丸い目が一

つある巨人として描かれています。３人の名

はブロンテス（雷鳴），ステロペス（稲妻）そ

れにアルゲス（輝き）でした。ギリシャ神話

によると，タイタン族が太古のころ全宇宙を

支配していました。タイタン族の首領である

クロノスは，危険なキュクロプス達を地下深

くに閉じ込めていましたが，クロノスの息子

達がゼウスの指導のもと，タイタン族に反抗

し，１０年間も戦争が続いたとき，ゼウスは地

下に降りてキュクロプス達を解放し，自由に

してやりました。巨人達はそのお礼に稲妻を

作ってゼウスに献上しました。その稲妻を武

器としてゼウスはタイタン族を打ち破り，宇

宙の主となることができたのでした。だから

ギリシャ人は，稲妻は，ゼウスの怒りにふれ

た人々を恐れさせ，罰するために地上に投げ

つけられるのだと信じました。ローマ神話で

はゼウスにあたるジュピターが雷と稲妻を支

配する神になりました。北欧神話でも稲妻は

重要な役割を演じていて，北欧神話の中で２

番目に重要な神トールは雷神です。

聖書の中でも雷雨は神の武器として描かれ

ています。ユダヤ人やキリスト教徒は，稲妻

が，ある場所や人に落ちると，それは神がそ

の場所や人に対して怒りを示されているのだ

と考えました。雷を含めた天変地異は神々の

怒りであるという考え方は現代でもなされて

いて，細木数子さんもそうおっしゃっていま

す。稲妻は戦争や飢饉や病気とは違って，個

人に対する罰であり，特定の人をその罰のた

めに殺すのだと人々は考えました。嵐がおき

て雷が鳴り，稲光がすると，多くの人々は自

分の罪があばかれるのではないかと思って恐

れ，隠れたものでした。またヨーロッパの異

教徒は，キリスト教に改宗したあとも，ゼウ

スの稲妻やトールの火打ち槌のことを忘れま

せんでした。異教の神々は今や悪魔だと考え

られていたので，嵐はその悪魔の手に委ねら

れていると多くの人々は考え，祈祷によって

稲妻から身を守る試みがしばしばなされまし

た。時には宗教的行列が行なわれたり，いろ
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いろな聖物が高く掲げられたりしました。特

に，教会の鐘がよく鳴らされました。それは

悪魔はそのような神聖な音が聞こえるところ

では無力になると信じられたからです。

しかしフランクリンは，稲妻は自然の法則

に従う自然の力であると判断しました。稲妻

はゼウスの矢やトールの槌や悪魔のものでも

なく，電気であると考えていました。彼はこ

のことを証明しようとしました。彼は尖った

物体は電気の火花を引き寄せるらしいことを

知っていました。だから，もし雷雲が電気を

含んでいるのなら，雷雲を放電させるには，

長く尖った物体をできるだけ雲の近くまで上

げればいいと考えました。フランクリンは

ヨーロッパの科学者達にこの考えを手紙で知

らせましたが，賛否両論がおこってきました。

そこで彼は劇的な実験でこのことを証明しよ

うとしました。尖った棒を取り付けた凧を上

げることを思いついたのです。

彼は尖った金属棒を凧の木の枠に結びつ

け，それにある長さのより糸をつけ，これを

凧を支えているひもに結びつけました。そし

て彼が手に持つひものちょっと先の方に鉄の

鍵の形をした伝導体を取り付けました。尖っ

た棒で捕らえられた電気はより糸と凧ひもを

伝わって鍵の中に入るが，そこから先へは進

ませないために絹で絶縁体を作りました。そ

してライデン瓶（蓄電器）を鍵に接触させて

充電させ，地上の電気と全く同じものである

ことを証明しました。

彼の実験のニュースがヨーロッパに伝わる

と，大評判になり，科学者や学者が実験を繰

り返し，彼が正しいことが証明されました。

彼は同じ年の１７５２年にロンドンの王立学士院

の会員に選ばれました。理性の時代の人々は

彼を誉め讃えました。ドイツの哲学者カント

は彼を「新しいプロメテウス」と呼びました。

プロメテウスはギリシャ神話のタイタン族の

一人で，人類が創造されたとき，人類をあわ

れんで太陽から火を盗み，人類に与えました。

フランクリンはただ単に稲妻が電気である

ことを立証するだけでは満足しませんでし

た。電気を受けた棒が電気を地中に導く伝導

体と結ばれていれば稲妻の被害を避けれるの

ではないか。そのような細工を家に取り付け

たらどうか。彼はこの可能性のことを『貧し

いリチャードの暦』の１７５３年版に発表しまし

た。フランクリンが提案したこのような棒は，

「フランクリン棒」（Franklin rod）とか「避雷

針」（lightning rod or lightning conductor）とか

呼ばれています。

４．アメリカの発明

科学者としてのフランクリンの仕事も偉大

ですが，政治家としての彼の仕事はもっと偉

大でした。植民地はイギリスの支配下にあり，

英国議会は植民地に税をかけ，通商を統制し，

知事や判事を送りこみ，１３の植民地は自分達

だけに関係のある事柄だけをある程度決定す

ることができる状況でした。植民地の人々は

英国国会議員を選べませんでしたので，国会

議員に，不公平な税金や不利な通商条例に抗

議してくれることを期待することはできませ

んでした。また，植民地の自治にしてもはっ

きりした取り決めはなく，英国王は好き勝手

に統制できました。その一方で，英国の統治

が好都合なこともありました。英国海軍に

よって植民地が海賊や敵国の攻撃から守られ

たことです。

当時フランスはアメリカ植民地北方のカナ

ダと，西方のミシシッピ川流域全部を支配し

ていました。イギリス植民地はアパラチア山

脈と大西洋の間の狭く，細長い土地だけでし

たので，安心できる状況ではありませんでし

た。フランスはインディアンと友好関係を結

び，どんどん領地を広げようとしていました。
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それに対して植民地は１７世紀末から１８世紀の

中頃にかけてフランス人やインディアンと４

回にわたり戦争を行ないました。英国の植民

地統治には腹の立つことが多かったのです

が，英国軍にフランスから植民地を守っても

らっていたので，フランクリンをはじめ多く

の人々が英国とのさらに強い協力関係を望ん

でいました。そしてフランスとの大規模戦争

が確実になってきたので，イギリス政府は

１７５４年６月１９日に「オールバニー会議」と呼

ばれる会議を開き，植民地の代表とフランス

に対抗するインディアン，イロコイ族の代表

を集めて意見を聞きました。当時の植民地は

横のつながりがなく，ひとまとまりの国民で

はありませんでした。フランクリンはこれで

はいけないと思いました。フランス人に統治

されている広大な領地は全て唯一の政府の支

配下にあり，イギリス植民地が互いに争えば

フランスに滅ぼされると思いました。植民地

は互いに協力し合うべきだと思いました。こ

うしてフランクリンは，アメリカ史上連邦計

画を提案する最初の人となりました。彼は，

英国王に任命された長官のもとに，全植民地

が連合し，大議会を作り，そこに各植民地全

部の代表を送ることを提案しました。しかし，

英国政府はそれでは植民地大議会の権限が強

すぎると思ったので，その計画を却下しまし

た。植民地も，国王任命の長官に権限がいき

すぎると思ったのでその案を拒否しました。

フランクリンの連合計画が失敗したので，

彼はフランスへの対抗策を計るためイギリス

へいきます。彼は母国イギリスで有名になっ

ていました。オックスフォードの大学をはじ

め多くの大学が彼に名誉博士号を授与してい

ます。彼は有力者達に会い，植民地がイギリ

ス軍とともに断固フランスと闘うことを主張

してまわります。フランクリンがロンドンに

ある間に植民地でのフランスの勝利が伝わっ

てきます。一刻の猶予もありません。そこ

で，１７５７年，ウイイアム・ピットが首相にな

り，英国は本格的にフランスと戦争を開始し，

ついにアメリカからフランスを追い払うこと

に成功し，１７６３年にフランスと平和条約が調

印されました。フランス人が敗北するとオハ

イオ地域のインディアンはポンティアックの

もとに連合し，植民地に対して戦いを始め，

多くの砦がインディアンに攻め落とされまし

たが，１７６３年ついにインディアンは敗退しま

した。

フランスとの戦争は英国の大勝利に終わり

ましたが，別の問題がおこってきました。戦

争で多額の費用を使った英国は，戦争の多く

は植民地で行なわれ，植民地がその恩恵を

被っていて，アパラチア山脈西方の土地を手

に入れ，危険なフランスを排除してやったの

だから，戦費は植民地人が出すべきだと主張

しました。そこで英国政府は１７６５年に印紙条

例を通過させました。それで，植民地人は新

聞・雑誌及び結婚許可証や売り渡し証書な

ど，全ての法的書類に貼る印紙を買わなけれ

ばならなくなりました。新聞や法的書類は印

紙なしでは発行することができず，印紙の代

金はイギリス政府の収入となりました。

これに対して植民地人は全く異なった考え

方をしていました。イギリス本国は自分の国

の安全のために，そして外国貿易をもっと拡

大するためにフランスと戦ってきたのだと

思っていました。植民地人は北アメリカのフ

ランスとの戦いで十分その役割を果たし，英

国に恩義を感じる必要はないと思っていまし

た。それに，植民地人は問題を討議する議会

に自分たちの代表がいないのに，税をかけら

れるのは不公平だと感じました。マサチュー

セッツではジェイムズ・オーティスが「代表

なき課税は暴政だ」といい，これが植民地の

スローガンになりました。いろいろな植民地
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が協力して印紙を買うことを拒否し，英国商

品を買わないようにしました。フランクリン

は英国議会においてこの問題を論じ，１７６６年

に印紙条例は廃止されました。その後も英国

政府は植民地に対していろいろな課税を要求

してきますが，フランクリンは巧妙にこれら

をかわしたので，１７７３年にはついに茶税以外

の税金は取り消されました。しかし，植民地

人は茶税にも強く反対し，１７７３年，茶を積ん

だイギリスの船がボストンに入港すると，イ

ンディアンに変装した植民地人の一団が茶を

海中に投げ込むいわゆる「ボストン茶会事件」

をおこしました。これによってイギリスの堪

忍袋の緒が切れ，ボストンに戒厳令を敷き，

イギリス兵を送り込む準備をします。戦争が

避けられなくなり，フランクリンはイギリス

を去り戻ってきます。

本国の攻撃に対して，植民地の指導者達は

団結の必要性を感じました。２０年前にフラン

クリンはフランス人に対抗する植民地連合を

提案しましたが，こんどはイギリス本国に対

して連合が必要になったのでした。１７７４年９

月，植民地の代表がフィラデルフィアに集ま

りました。これが第一回大陸会議で，２カ月

続き，植民地の立場を説明する国王への請願

書を起草しました。しかしジョージ３世は譲

歩せず，１７７５年４月にマサチューセッツのレ

キシントンとコンコードで初めて戦闘が行な

われました。直ちに第２回大陸会議の代表が

選ばれ，会議は１年半も続きました。銃声の

中で，独立を求める声が次第に強くなってい

きました。独立の声は１７７６年にトマス・ペイ

ンの『常識論』が出てから一層強くなりまし

た。１７７６年６月１０日に大陸会議で独立宣言を

起草する５名の委員が任命されました。

ヴァージニアのトマス・ジェファーソン，マ

サチューセッツのジョン・アダムズ，ペンシ

ルヴァニアのベンジャミン・フランクリン，

コネチカットのロジャー・シャーマン，それ

にニューヨークのロバート・リヴィングスト

ンの５名でした。ジェファーソンが起草し，

フランクリンが手直しをしました。７月２日

に独立が可決され，７月４日に採決されまし

た。アメリカ人が敗けたら署名した人々は反

逆罪で処刑されますが，多くの人々が署名し

ました。

しかし，戦うには弾薬がいります。それを

提供できる国は一つしかありませんでした。

それは昔の敵フランスでした。フランクリン

がフランスを敵にまわし，東奔西走してフラ

ンスを打ち負かしてまだ２０年もたっていませ

んでしたが，彼は弾薬提供を求めてフランス

へ行きます。フランスの貴族や知識人はフラ

ンクリンを称賛し，英雄視していましたので，

彼を暖かく迎えました。彼らは独立のために

悪戦苦闘しているアメリカを助けるように政

府に圧力をかけてくれました。そしてついに

フランスはアメリカと同盟条約を結び，米仏

連合軍はイギリスを破り，１７８３年にイギリス

との平和条約締結に至るのです。こうしてア

メリカは新しい国家となり，大西洋からミシ

シッピ川まで，北の英領カナダと南のスペイ

ン領フロリダの間の全ての領土を統治するこ

とになったのです。

しかしこの新国家には困ったことがありま

した。連合各州は本当には結びついていな

かったのです。諸州が１７８１年に承認した「連

合規約」というものがあるにはあったのです

が，大陸会議の力は非常に弱く，守られてい

ませんでした。大陸会議が諸州に課税しよう

としても，各州は反対しましたし，寄付金を

求めても出してくれませんでした。大陸会議

が発行した紙幣は，金や銀の裏付けがなかっ

たので，硬貨に替えることができませんでし

た。この紙幣は価値のないものとなり，今で

も「一文の値打ちもない」という意味で，「大
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陸紙幣の価値もない」（isn’t worth a Continen-

tal）という表現が残っています。諸州は互い

に論争したり，互いに関税をかけようとした

り，力に訴えると脅したりしました。これで

は諸州はバラバラになってしまい，個々の小

さな植民地になってしまい，ヨーロッパの各

国と同盟を結び，隣の州に対する防衛でもし

だしたら，それこそまたイギリスやフランス

につけこまれることになってしまいます。

様々な方法でこれを回避し，強力な中央政府

を作る方策が練られました。ヴァージニアの

ジェイムズ・マディソンとニューヨークのア

レクサンダー・ハミルトンは諸州の代表者会

議を開き，ついに１７８７年の会議で憲法を作る

ことに成功しました。アメリカは今なおこの

ときの憲法会議で起草された文書に従って治

められています。

アレクサンダー・ハミルトンとジェイムズ

・マディソンがこの会議の指導的人物で，

ジョージ・ワシントンが議長を務め，ペンシ

ルヴァニア代表が８２才のフランクリンでし

た。大陸会議は憲法を承認し，諸州に送りま

した。諸州は次々に憲法を批准し，１７８９年４

月３０日にジョージ・ワシントンが初代大統領

に就任しました。フランクリンは８４才を超え

ていましたが，長生きしたおかげで３５年前に

オールバニー会議で提案した植民地連合案が

実現するのを見ることができました。余命い

くばくもないフランクリンにとって，気掛か

りは黒人問題でした。独立宣言は「全ての人

は平等につくられている」とあるのに，黒人

は奴隷として扱われていました。彼はペンシ

ルヴァニア奴隷制廃止促進協会の会長につ

き，１７９０年２月１２日，国会に提出する嘆願書

に署名し，この問題の処理を要求しました。

これが彼の最後の公的活動となりました。

１７９０年４月１７日，８５才でベンジャミン・フラ

ンクリンはこの世を去りました。今もアメリ

カ人は，エイブラハム・リンカーンの他には，

ベンジャミン・フランクリンほど賢明で，偉

大で，国のために尽くしたアメリカ人はいな

いと思っています。

５．ベンジャミン・フランクリンの子供の頃

の逸話

アメリカの作家ナサニエル・ホーソーンは

子供達のために偉人の伝記『伝記物語』を書

いています。アイザック・ニュートンやサ

ミュエル・ジョンソン等７人の伝記を書いて

いますが，その中にベンジャミン・フランク

リンも入っています。ベンジャミン・フラン

クリンには『貧しいリチャードの暦』や科学

者としての活躍，それに政治家としての業績

の話等，華々しい話題が沢山ありますが，ホー

ソーンはフランクリンの子供の頃の逸話を書

いています。それはホーソーンが，ベンの子

供の頃の逸話に後のベンの大成の秘密を垣間

見たからだと思います。

話は，１０才の頃のベンの体験に絞られてい

ます。ベンは勉強もスポーツもでき，リーダー

として他の子供達から信頼されていました。

ベンの父は知恵者として通っていて，町の行

政委員や知識人が彼を訪ね，意見を聞くほど

でした。そうした会話にベンは遠くの方で耳

を傾けていました。ベンは当時の習慣で，大

人達に意見を言うことはできませんでした

が，人々からは将来のある子とみなされ，大

人になったら知恵のある言葉を話し，賢く行

動するだろうと思われていました。それで，

大人達は，この子を大学へやり，牧師にすべ

きだと勧め，父もそうしたかったのですが，

子沢山で貧乏だったので，途中で小学校をや

めさせ，家のローソク作りの仕事を手伝わせ

ることになりました。ボストンの多くの家庭

はベンの作ったローソクで明かりを灯すこと

になりましたが，これは，後にアメリカ全体
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の光となっていくフランクリンを象徴するも

のとなっています。

べんはこうしてローソク作りで忙しい日々

を送りますが，時間を作って仲間の子供達と

釣りへいきました。彼は釣りが大好きでした。

水車池で，ひらめ，すずき，うなぎ，たら等

を釣って楽しみました。ここは当時は沼地で，

足場が悪く，皆の不満のもとになっていまし

たが，ベンは自分達のためにもなり，みんな

の利益にもなるアイディアを思いつきます。

新しく家が建てられるところへやってきてベ

ンは子供達に演説します。家を作るために置

いてある石を示して，これで波止場を作ろう

と提案します。これで家を作れば、それは一

人の人の利益にしかならないが、波止場を作

れば釣りをする人やそこを行き交う船等，万

人のためになると訴えます。これを聞いた子

供達は拍手喝采し，人のもので波止場を作る

ことの権利や正義について疑うものはいませ

んでした。石は重くて中々運べませんでした

が，ベンはジョークを飛ばして彼らを叱咤激

励し，運ぶことに成功し，波止場を作り，万

歳三唱して家路につきます。

朝になり，石がないのに石工達はびっくり。

石工頭はまわりに子供達の足跡を見付け，後

を追うと波止場へ着きました。これで石工頭

はピンときました。この波止場は石工達も息

を飲むほど見事にできていました。しかし，

石工頭はみんなの利便性よりも，自分たちの

権利や特権の方を大切に考える人だったの

で，石工の一人に警官を呼びにやります。警

官はベン達をつきとめ，身柄を拘束しますが，

石の所有者はベンの父を尊敬していました

し，ベンのやったことの愉快さに感心もした

ので，すぐに子供達を解き放してやりました。

しかし子供達には別の試練が待っていまし

た。多くの父親はムチで打ちましたがベンの

父は違っていました。父は賢明で，公正で，

清廉潔白で，誠実で，人生に対して深い洞察

力を持っていましたので，ベンは父を尊敬し

ていました。そんな父がどんな裁きを下すの

か息も止まる思いで父が口を開くのを待って

いました。

どうして人のものを取った，と父。自分だ

けのためならしなかった。みんなのために

やった，とベン。ベンは自分の主張を繰り返

します。それに対して父は次のように言いま

す。「お前は石の所有者よりも世間の人々に

対して大きな罪を犯したのだ。なぜなら盗ん

だもので波止場を作ることにより，お前は道

徳的悪を犯したのだ。外見的便宜さのために

永遠に正しいもの（道徳的正義）を犯すこと

ほど恐ろしい誤りはないのだ。そのような原

理に基づいて行動するものは，世界の良きも

の全てを全力で破壊しようとするものだ。ど

んな行ないも，誰かに不正義をして達成され

たものなら，それは全体の利益にはならない

のだ。間違った行ないでも，正しい目的が達

成されれば，それでよいと，神が定められた

と思うか。人類の悲惨さは，悪は悪しか生ま

ない，良い結果は良い行ないによってしか作

りだされえないという真理を無視していると

ころからきているのだ。正義のルールを破る

とその分世界に対して損傷を与えることにな

る。当座はよいように思えても，やがてこの

世においても，永遠の相に照らしあわせても，

そのことがわかってくる。」この言葉を聞き，

ベンは頭を下げ，納得しました。ベンのその

後の行動原理は，この善良で，聡明な父が教

えてくれたことに基づくことになります。そ

の後の人生は前章までに見た通りです。この

父にしてこの子ありですね。

ホーソーンが，フランクリンの子供の頃の

逸話に焦点を絞って書いてくれたお陰で，ベ

ンジャミン・フランクリンのことをより深く

知ることができたと思います。今年はベン
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ジャミン・フランクリンの生誕３００年である

ことを機会に，更にもっと深く彼のことを学

んで自分の生き方の参考にできたらいいなと

思います。
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